
抗がん剤治療中には、しばしば口腔内に副作用が起こります! 

抗がん剤治療前、治療中の歯科による専門的な口腔ケアで、 

抗がん剤治療中の、口腔内の副作用を最小限に! 

化学療法前の歯科受診のお勧め 
～治療前、治療中には「お口のケア（口腔ケア）」がとても大切です!～ 
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 抗がん剤治療によって口腔内の粘膜障害が起こり、口内炎が出現 
  することがあります。そして、口内炎の出現時期と同じ時期に白血球 
  や血小板が減少する副作用も起こりやすいことがわかっています。 
  白血球が減少すると免疫力が低下し、その結果、お口の中の細菌が  
  増殖し、口内炎に感染を引き起こします。また、血小板が低下すると 
  血が止まりにくくなるため、口腔内の出血が起こりやすくなります。 
  さらに、味覚が変化し、おいしく食事がとれないという副作用が起こる  
  こともあります。 

 口内炎がひどくなると、食事や会話ができないほどの痛みや肺炎 
  などの感染症を引き起こすことがあります。食事ができず栄養状態が 
  悪化すれば、体力が低下し、抗がん剤治療を継続することができなく 
  なることもあります。 

 歯科で、どんなことをしてもらうの？ 
・ムシ歯や歯周病など悪いところがないかチェックし、必要があれば治療を行います。 
・歯石除去、歯や口腔内のクリーニングを行います。このことで、口腔内の細菌増殖を抑えたり、 
 口内炎の症状を和らげたり、ムシ歯や歯周病を予防したりします。 
・歯磨きなど、日常のお口のケアを指導します。 

 初回の口腔ケアは当院の歯科が担当します。その後は、かかりつけ歯科にご紹介させていただきます
かかりつけ歯科がない場合 会計左横の「地域連携コーナー」でご案内いたします。 

   

地域の歯科医院 市立豊中病院 

連携 

当院での口腔ケアの際に紹介状を作成いたしま
す。できるだけ早く地域歯科医院の予約をお取り
ください。 

当院での歯科治療が必要になれば、再度当院
にご紹介いただきます。 

 お口の中には多くの細菌が存在します。たとえば、歯周ポケット内の 
  プラーク1mg中には、1億個の細菌が存在します。 

国指定の地域がん診療連携拠点病院として 
「心温まる信頼される医療」を提供します 

歯科受診の費用については、医科受診とは別費用になります（治療内容により異ります）。 
抗がん剤治療による副作用を予防するため、ご理解のほどよろしくお願いいたします。 
なお、費用についてのお問い合わせ等ありましたら、１階医事課へお尋ねください。 


